
■一般家庭の耐震補強工事に助成を実施します
■介護保険料と利用料の引き下げ
■中学校区に1カ所の特養ホーム増設を
■保育所の増設で待機児童を解消します
■障害者施設の整備と利用者負担の軽減を
■小中学校全学年で30人学級を実現します

党市くらし・福祉対策部長
（県議予定候補）

県政を変える若い力を上尾から

上尾民報

子育ても老後も安心、
働く喜び実現へ
ねばり強く提案し、行動します

35歳
埼玉県の財政力は全国6位。予算総額は2兆３378億円。
くらし・福祉を最優先にした予算にすれば実現出来ます。

国保税の引き下げ、
高齢者医療費の負担軽減
国民健康保険への県の独自助成の復活、国庫補助の引き上げを求め
ます。

24時間365日の
小児救急医療を整備
週2日から5日へ前進した小児救急医療をさらに拡充し、いつでも対応
可能にします。

住宅リフォーム助成制度、公契
約条例で地域経済と雇用拡大を
住宅リフォーム助成制度を県が支援します。適正な雇用・労働条件を
公共業務に義務づけます。中小企業と商店街への支援を強めます。

　国政でも地方政治でも国民、県民の願いに
背をむける政治がおこなわれています。こんど
の県議選はこの政治の流れを変えるチャンス
です。県民のくらし、子育てや教育、介護、地
域経済の問題など真正面から議論される県議
会にするために日本共産党を伸ばしてください
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日本共産党

秋 山もえ

東日本大震災で被災されたみなさんに心から
お見舞い申し上げ、救援に全力をつくします。

●3面に救援募金のお願い



TPP反対の力大きく
JAあだち野組合長

山根　信夫さん
　TPPに反対する運動が全国に広
がっています。TPPへの参加は農業
を破かいし、食料主権を危うくするば
かりか、雇用や地域経済を衰退させ
る亡国の道です。この問題で終始一
貫、私どもとともに行動している日本
共産党の躍進を期待しています。

大活躍を確信
大東文化大学名誉教授

須田　哲夫さん
　秋山もえさんを担任した大東文化
大学国際関係学部の教授は「もえさ
んは、とびっきり決断力のある女性で
した。グローバルな視野で世界を見
る目を持ち、アジア分野の問題でも鋭
い分析をしていました」と紹介してく
れました。その秋山もえさんが市会
議員となり、今回県議会に挑戦すると
伺いました。市民、県民の切実な要
求は山積しています。秋山もえさん
は、これらの課題に対して、持ち前の
行動力と学生時代に培った「広く、深
い分析力」を生かして、必ずや大活躍
できる人と確信しています。

行動力に期待
家庭保育室　理事長

外石　馨さん
　市内3か所で家庭保育室を運営し
ています。子どもの入所数に左右さ
れるので、運営は不安定です。安心し
て子どもたちを預けてもらえる保育
所にするために、運営費補助の増額
をお願いしたところ、秋山さんが議会
でとりあげ4月から拡充される見通し
とのこと、大変ありがたいです。県で
も、家庭保育室に光りを当てた政策
を実現してもらえるようがんばってく
ださい。

安心して
住み続けられる団地に
西上尾第一団地

鈴木　照子さん
　民営化と家賃値上げで高齢化が進
む団地居住者の不安は大きなものが
あります。まずは住み続けられる家
賃になるよう頑張ってほしいと思い
ます。生活の現場からの声を大切に
してくれる県政を望みます。 子育て安心、

自然ゆたかなまちを
会社員

井上　栄作さん
　もえさんと同じ共働き家庭です。
予防接種の公費助成や保育所の待機
児童解消の取り組み、豊かな自然を
残すことなど、子どもがのびのび育
ち、ずっと住み続けたいと思えるよう
な街にするために頑張ってほしい。
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●1976年千葉県生まれ●大東文化大学国際関
係学部卒業。在学中、日本共産党に入党●党埼
玉県委員会勤務を経て31歳で上尾市議会議員
に当選●福祉常任委員、保育審議会委員、下水道
事業審議会委員を歴任●家族は夫、一男一女
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